




小児の受動喫煙の程度を知る目的で,ニコチンの主要代謝産物であるコチニンの血清中の

濃度を測定した。 

対象は日本医科大学小児科外来に通院中の家族内に喫煙習慣を有する気管支喘息患児 39

名と,コントロールは家族内に喫煙習慣のない気管支喘息患児3名,それに成人喫煙者 3名

である。対象の年齢は表 1の如く分布していた。 

方法は.月曜日の朝.患児らの非発作時に採血し,2 時間以内に血清分離し凍結保存した検

体を用いた。測定はガスクロマトグラフィにかけて得られた値を,既知の検量線より算出し

た。この方法で,1ng/ml 以上を有意の植とし,こを未満は測定限界以下であったため,検出

不能とした。 


